
                                                                                                                            

 

                                                                                                                            

          

 

 

 

 

 

  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
発行日：2026年 3月 24日（火） 

青北進路通信 
発行元：青森北高校進路指導部 

最終号 

進学 国立大学１７名 公立大学２８名 私立大学６１名 短期大学９名 専門学校等２６名   

今年度を振り返る ～進路決定状況（３月２３日（月）現在：詳細は裏面）～     
令和７年度卒業生の現在までの進路先は裏面の通りとなりました。卒業生１８５名のうち、上級学校への進学者は１４１名（進学率：７６．

２％）でした。今年度は特に国公立大学の合格者が４５名と、５クラスになってから（R3 以降）最高であり、過去１０年で見ても非常に多く

の合格者が出ました。年内入試（総合型・学校推薦型）だけではなく、国公立大の一般選抜まで粘り強く挑戦し、前期で９名合格しました。

また、公務員試験の合格者２０名、民間就職が１６名と卒業後社会に出て活躍する生徒もいます。ようやく結果が出てやっと一息ついた人、

次年度に向けて挑戦を続ける人もいます。本当にお疲れ様でした。新２、３年生も先輩方の挑戦する姿を追い頑張っていきましょう。指導に

あたった進路指導部の先生方に、今年度を振り返り進路目標達成に向けて新２、３年生が取り組むべき課題や心構えについて聞きました。 

 

就職 公務員２０名 民間企業１６名  

今年度の公務員の最終合格者は２０名（※のべ合格数は３８名）です。さて、公

務員について知ってほしい情報があります。 

（１）公務員の１次試験は９月に実施され、その内容は「一般知能」（高校の授業

にない分野）と「一般教養」（高校の授業で学習する分野）です。本校では「一

般知能」は東京アカデミー青森校と連携し、２年生の 11月から早めに学習し

ています。 

（２）公務員の２次試験は１０月～１２月に実施され、個人面接を中心に（集団面 

接･グループディスカッション･体力検査･適性検査･作文）を組み合わせて実 

施します。 
 

《公務員をめざす生徒のみなさんへ》 

① 高校三年間の授業に毎日まじめに取り組みましょう。（基礎学力） 

② 部活動やボランティア活動など他者と交流する活動に積極的に取り組みま

しょう。（コミュニケーション力） 

③ 公務員について具体的に調べたり、新聞や本をどんどん読んで自分が生

きる社会について理解を深めましょう。（探究力）           （齋藤） 

今年度から共通テストが Web 出願になりました。また、学校の出願も Web 出願が主流になってきています。その

中で、「自分で自分のスケジュールをしっかりと把握し、必要なものを期日までに準備する」ということが必要に

なってきます。受験の申し込みは学校の提出物とは違い、締め切りを過ぎると絶対に受け取ってもらえません。確

実に間に合うように出さなければいけません。また、小論文や面接に担当の先生方がそれぞれついて指導するので

すが、合格をつかんだ生徒は、指導や助言に素直に応え努力をすることができた人が多かったです。素直な人は多

くを吸収し、大きく成長します。 

以上のことから、新２・３年生に伝えたい、取り組むべき課題や心構えは以下の３点です。 

① 授業に集中して取り組みましょう。→共通テストの内容は教科書の内容です！しっかり学習しましょう。 

② 提出物を期日を守って、確実に提出する。→締め切りは確実に！期日を守れるように今から取り組もう。 

③ 挨拶・掃除を自ら積極的に行う。→素直にやるべきことを自分からやる。前向きな姿勢で取り組もう。 

あたりまえのことをあたりまえにしっかりできること。すべてに通じる大切な訓練です。このステップのどこかで

つまづいている人は、まずそこから見直しましょう。普段からきちんとした態度で過ごし、素直に耳を傾けて実行

にうつす人には、大変な時に力を貸してくれる人が必ず現れ助けてくれます。努力する姿は周囲の人をも動かし、

皆さんをより高みへと導いてくれるはずです。（千葉） 

・卒業生は１６人が認定証（３

５単位）１０人が奨励証（２０

単位）を取得しました。また、

１００単位以上の活動を行い、

あおもり県民カレッジ認定証を

交付された生徒もいました。 

・各種講座やボランティアの案内

は教室に掲示されているチラシだ

けでなく、新聞やネットを活用し

情報収集に努めましょう。（石岡） 

２０２５年は、生成 AI が学びや学校活動の場に本格的に浸透した一年でした。進路指導の現場でも、生徒が志望

理由書の推敲や面接準備に ChatGPT を活用する姿を頻繁に目にしました。もちろん教員にとっても、AI は業務を支

える優れたツールとなってきました。しかし、かつて「AIが職業を奪う」と囁かれていた予測は、今や現実的な実

感へと変わりつつあります。さらに懸念されるのは、心の依存です。先日、授業で視聴させた NHK の番組では、24

時間いつでもすぐに肯定的な言葉をくれる対話型の生成 AIに深く依存する若者が描かれていました。生徒のレポー

トには「メンタル面で依存する気持ちがわかる」「これから先、人間が自分で考えることをやめるのでは？」とい

った、不安や鋭い指摘がありました。また、全く同じ文章が複数人のレポートにいくつか見られ、これは AI につく

らせた文章だろうなと予想もできました。 

こうした変化を受け、今、大学では厳格な対応やガイドラインを示し始めています。AI識別ツールはまだ精度が

完全ではないため、例えば教員に対し「学生が AI で出力しそうな文章を事前に確認すること」や、安易な利用をさ

せないために「教室での試験やレポート提出後に口述試験で自分の言葉で説明させる」といった対策を推奨してい

ます。大学は、よりアナログで本質的な「自ら考え、表現する力」を重視し始めているようです。これからの時代、

私たちが AI を「活用」する立場であり続けることは不可欠でしょう。しかし、AI に答えをすべて委ねるのではな

く、葛藤しながら自分の頭で考え抜く。その泥臭いプロセスの中にこそ、AI には代替できない、皆さんだけの進路

を切り拓く「何か」が隠されているのではないか―。今、そんな風に感じています。（宮本） 

進路指導部主任より ～AI時代を生き抜く「自ら考える力」～ 

「何を学びたい

か？」を意識し

て取り組もう 

就職活動の履歴書や面接で志望理由は必ず必要です。「自

分がしたい仕事内容」「なぜその企業を選んだのか」「学

校生活で何を学び、どう成長したのか」などを改めて考え、

自分なりに文章化して保存しておきましょう。また企業に

よって一般常識のテスト、作文（小論文）、適性検査等を

課したり、二次～三次選考を行う場合もあります。試験内

容も大事ですが「あらゆる場面で考え、学ぼうとする姿勢」

が感じられる人物が採用される可能性が高いです。 

 そのためには、地道ですが日々の授業への取り組み方が

重要になります。学習内容をさらに定着・発展させるため

にも「授業に集中する」という基礎基本の徹底は大事です。

「就職＝勉強はほどほどでよい」わけではありません。「現

在の自分の選択肢を広げるため」「就職後、企業や社会情

勢が変化しても対応できる自分をつくるため」に勉強を続

けている、という学校生活の意義を再確認しましょう。                        

 （橋本） 



　全体：185名のうち、177名（95.7％）の生徒が進路決定。大学入学共通テストは104名が出願した。

　進学（141名）：国公立大学･･･45名（総合型10名、学校推薦型26名、一般前期9名）、私立大学･･･61名、短期大学…9名、専門学校等…26名

　就職（ 36名）：公務員･･･20名（のべ38名）、民間企業･･･16名（内定率94.1％）

＊普通科　146名
分　類 学校 学部 学科・課程、職種 人数 分　類 学科・課程、職種 人数

北海道教育大学　旭川校 教育 教員養成　理科教育 1 ヘアメイク 1

北見工業大学 工 先進工学 2 特殊メイク 1

人文社会科学 社会経営 1 マスコミ出版・芸能 1

医 保健　作業療法学 1 美容 1

数物科学 2 美容 1

機械科学 2 救急救命 1

地球環境防災 3 公共能力開発
施設等（2） 2

国際園芸農 1 1

食料資源 2 6

岩手大学 理工 理工　電気電子・情報通信 1 1

山形大学 工（昼） 機械システム工 1 1

公立はこだて未来大学 システム情報科学 1 1

経済 13 技術職員 1

経営 6 銀行業務全般 1

地域みらい 1 サービススタッフ 1

看護 4 総合職（青森県） 1

栄養 1 機械警備 1

社会福祉 2 石油製品の取扱作業および一般事務 1

東海大学 生物 生物 1 1

薬 薬 1 営業 1

ソフトウェア情報 ソフトウェア情報 1 航空保安検査員（事務員） 1

経営法 経営法 4 生産スタッフ 1

看護 看護 13 139

弘前学院大学 社会福祉 社会福祉 3

柴田学園大学 生活創生 こども発達 1

八戸学院大学 地域共創 地域共創 1 ＊スポーツ科学科　39名
経営 経営 2 分　類 学校、企業 学　部 学科・課程、職種 人数

地域総合 地域コミュニティ 1 札幌大学 地域共創 スポーツ文化 1

総合人文 1 札幌国際大学 スポーツ人間 スポーツビジネス 1

歴史 2 北翔大学 生涯スポーツ 生涯スポーツ 1

人間科学 心理行動科学 2 青森大学 総合経営 経営 1

工 環境建設工 1 青森中央学院大学 経営法 経営法 3

東北福祉大学 教育 初等教育 2 弘前学院大学 看護 看護 1

尚絅学院大学 健康栄養 健康栄養 1 八戸工業大学 工 工　建築・土木工学 1

千葉工業大学 情報変革科学 認知情報科学 1 体育 体育 1

帝京大学 教育 初等教育 1 体育 現代武道 1

日本大学 商 商 1 東北学院大学 法 法律 1

日本獣医生命科学大学 獣医 獣医保健看護 1 日本体育大学 体育 体育 2

日本体育大学 体育 体育 1 大東文化大学 スポーツ・健康科学 スポーツ科学 1

経営 経営 1 短大(1) 救急救命 1

経済 経済 1 自動車科　２級整備士 1

山梨学院大学 法 法 1 理学療法 1

立命館大学 食マネジメント 食マネジメント 1 プロスポーツトレーナー 1

幼児保育 1 こども保育 1

救急救命 2 理学療法（昼間部） 1

別科・調理師養成 1 公共能力開発
施設等（1） 1

救急救命 1 1
幼児教育　チャイルド・ミュージック 1 1

国際コミュニケーション 1 3

フードデザイン　栄養士 1 3

トータルビューティー 1 1

美容 2 1

歯科衛生士 1 技術職員 2

経理情報／経理事務 1 引越スタッフ 1

1 事務員 1

愛玩動物看護 1 建設土木 1

一級自動車 1 生産スタッフ 1

ｸﾘｴｰﾃｨﾌﾞｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 2 38

ｸﾞﾗﾌｨｯｸﾃﾞｻﾞｲﾝ 1

理学療法 1

　　　令和７年度　３学年進路決定状況【在籍185名】（令和8年3月23日現在）

青森県立青森北高等学校　進路指導部

学校、企業

国立大
（17）

専　門
（18）

大宮ビューティー＆ブライダル専門学校

専門学校　東京ビジュアルアーツ・アカデミー

弘前大学

山野美容専門学校

理工

株式会社　青森みちのく銀行

株式会社　ホテル青森

青森県立保健大学 健康科学

早稲田美容専門学校

湘南医療福祉専門学校

あおもりコンピュータ・カレッジ

農学生命科学

公務員
（10）

青森県職員（教育事務）

青森県警察

北海道警察

一般曹候補生（陸上）

株式会社　吉田産業

セコム株式会社

東西オイルターミナル株式会社

私立大
（46）

株式会社　EIGHT（焼肉　南大門）

青森大学
株式会社　サクラホーム

株式会社　全日警　羽田空港支社

青森中央学院大学
株式会社クボタ

公立大
（28）

自衛官候補生（陸上）

青森公立大学 経営経済

民　間
（10）

日本原燃株式会社

関東学院大学
弘前医療福祉大学短期大学部

専　門
（5）

モビリティアカデミー東北

仙台リハビリテーション専門学校

普通科総計

東北学院大学

私立大
（15）

文

仙台大学

仙台医健スポーツ専門学校

短　大
（8）

青森中央短期大学 仙台幼児保育専門学校

弘前医療福祉大学短期大学部
専門学校東京医療学院

あおもりコンピュータ・カレッジ

仙台青葉学院短期大学

公務員
（10）

北部上北広域事務組合（消防）

郡山女子大学短期大学部 下北地域広域行政事務組合消防職員

埼玉女子短期大学 青森県警察

新渡戸文化短期大学 一般曹候補生（陸上）

専　門
（18）

青森県ビューティー＆メディカル専門学校
一般曹候補生（海上）

自衛官候補生（陸上）

青森歯科医療専門学校

民　間
（6）

日本原燃株式会社

青森中央経理専門学校 株式会社　サカイ引越センター　青森支社

青い森林業アカデミー

仙台デザイン専門学校

仙台リハビリテーション専門学校

附田建設株式会社

東北動物看護学院 株式会社　ライズ

専門学校　花壇自動車大学校 株式会社クボタ

仙台デザイン＆テクノロジー専門学校 スポーツ科学科総計
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